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成年後見制度
――法の理論と実務〔第2 版〕

高齢や疾病などに起因する精神上の障害により判断能力の衰えた人に対する保護および支援
の制度を，「成年後見制度」と呼びます。かつての民法では「禁治産」「準禁治産」の 2類型
が設けられていましたが，「後見」「保佐」「補助」の 3類型への改正がなされ，平成 12年

4月より施行されました。同時に，「任意後見契約に関する法律」「後見登記等に関する法律」も施行さ
れています。この新しい成年後見制度は，障害がある人でも社会や家庭で自らの選択した生活を送れる
よう，自己決定の尊重，残存能力の活用，ノーマライゼーションの理念と本人保護の理念との調和，な
どを目的としています。
　本書初版は，成年後見制度をめぐる法的問題点を網羅し，成年後見実務に通じた実務家の執筆者に詳
細な解説をしていただきましたが，第 2版でもこの特徴を維持しつつ，最新の内容としました。任意
の契約による財産管理，能力と鑑定，信託と後見など，成年後見制度と密接に関連する事項も，引き続
き扱っています。
　身近に起こり得る問題の解決の手引きとして，また，民法の行為能力や親族を学ぶうえでの参考文献
として，学生の皆さんにとっても有用な書物になると思います。ぜひ挑戦してみてください。（T）
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実体規定から手続規定まで，詳しい解説がなされています。


